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注：本図は発生の有無を示したもので、その後の清浄性確認については記載していない。また、本図の縮尺は一致していない。
＊1 米国、カナダ及び台湾で確認されたH5、H5N1、H5N2及びH5N3亜型のウイルスのHA遺伝子はユーラシア系統のH5N8亜型ウイルス由来と考えられる。
＊2低病原性鳥インフルエンザの発生も含まれる

2015年11月30日現在

高病原性鳥インフルエンザ（H5N8亜型）の発生状況（2014年以降）

欧州

韓国：391件（野鳥58件）

アメリカ

日本：6件（野鳥11件、環境1件）

ドイツ：6件（野鳥2件）
オランダ：5件（野鳥2件）
英 国 ：1件
イタリア：1件
ハンガリー：1件
スウェーデン：（野鳥2件）

ロシア：（野鳥1件）

遼寧省

中国：1件（環境1件）

カリフォルニア

ユタ

台湾＊1（H5N8、H5N2、H5N3、H5）

：962件＊2（野鳥10件）

発生地点は詳細な報告が
確認できた地点のみ示す
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：発生地域

：家きんでの発生地点

：野鳥・環境等での検出地点 出典:OIE WAHID等
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北米
米国 ＊1（H5N8、H5N1、H5N2、H5）：219件（野鳥108件）
カナダ＊1（H5N8、H5N1、H5N2） ：16件（野鳥1件）
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